






<目的>

  McArdle 病(グリコゲン蓄積病、V 型)では骨格筋のグリコゲンホスホリラー

ゼ(Ph)が遺伝学的に欠損していることが知られている。しかるに、1972 年 Roe

los ら 1)によりこの疾患筋から培養した筋細胞に Ph 活性か発現することが報

告された。一方、われわれにより胎児筋には筋型 Ph の外に、胎児組織に主成

分として広く分布する胎児型(脳型)Ph が含まれ、この胎児型と筋型が骨格筋

の発達に伴い置換することが明らかにされた。2）そこで McArdle 病、筋ジス

病その他の筋疾患の筋培養細胞が発現する Ph はいかなるアイソザイムである

のか興味が持たれ、協同研究が行なわれた。


